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か
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も
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と
思

て
い
た
の
に

そ
ん
な
望
み
は
消
え
か
か

て
い
た

そ
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な
と
き

宿
の
近
く
で
毎
朝
パ
ン
を
焼
い
て
い
る

ど
こ

か
母
親
に
似
て
い
る
女
が
教
え
て
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れ
た
国

エ
ス
パ

ニ

の
こ
と

が

ア
イ
シ

を
虜
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し
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ま

た
の
だ

タ
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フ

へ
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モ
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毯
の
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仕
事
を
も
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か
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な
い
と
い
う

ひとしきりの冷たい雨が上がった。低く灰色の雲が東へ流れて去って

行く空を、アイシャはぼんやりと眺めていた。カフェの支配人は今日も

珈琲の金を受け取らなかった。にぎやかな広場に面したこのカフェの

端のほうの席が彼女は好きだった。彼女のほかに女の客はめったに

来ることはない。いつも男どもでいっぱいである。中には嫌な目つき

でじろじろ見る奴もいるのだが、彼女はもうなんとも思わなかった。と

いうよりも彼女の気持ちは遠い国のことでいっぱいになっているのだ。

聞いたことはあるが本当のことはなにも知らない国のこと。

母がなくなってもう二ヵ月が過ぎた。この町にやって来て10日になる。

母から聞いていたアリおじさんには会えなかった。アイシャがまだ五つ

になったばかりの頃、アリおじさんはティフェニールの村を出て行った。

そしてこのマラケシュの町で小さな仕立て屋をやっているはずだった。

母がいなくなってしまった後の彼女には、村に身寄りは誰もいなかっ

た。母が残していった沢山の金や銀の装飾品を売って彼女はいくば

くかの金を作った。そして、ひとりでよく行ったマルシェの前から、初め

ての長距離バスに乗ったのだ。アイシャにとって、ひとりでこんな遠くま

でやって来るのは大変なことだった。

窓が少し壊れていて、絶え間なく吹き込む冷たい風に震えながら、ア

イシャはマラケシュの街へやってきた。アリおじさんに会えたらもしかす

ると彼女にも少しはできるミシンで、何か仕事をもらえるかもしれないと

思っていたのに、そんな望みは消えかかっていた。そんなとき、宿の近

くで毎朝パンを焼いている、どこか母親に似ている女が教えてくれた

国、エスパーニャのことが、アイシャを虜にしてしまったのだ。タリファへ

行けば、モロッコ絨毯のお店で仕事をもらえるか

もしれないという。
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